








遺伝的に黄疸となり,ビリルビンによって小脳の低形成をおこす Gunn ラットをもちい中枢

神経系におけるビリルビン毒性発現機構との関連においてライソゾームの動態につき検討

した。 

昨年の班会議ではライソゾームの酵素である cathepsin と arylsulfatase を指標として生

後 20 日で小脳の低形成が認められる時期のホモ(jt)およびヘテロ(jj)接合体ラットの小

脳ライソゾームを密度勾配遠心で分離後,各密度における分布パターンを比べたところ jj

で比重の軽いライソゾームが増加していることを明らかにした。本年は測定するライソゾ

ーム酵素の数をふやして密度勾配における各酵素の分布パターンを調べると同時にビリル

ビン毒性が発現される時期での jj と jt の酵素活性を比較した。(1)また小脳ライソゾーム

を単離する目的でライソゾームと他の細胞内小器官の密度勾配での分布パターンの違いに

ついても比較検討をおこなった。(2) 


